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【訪問先詳細】 

１ LEATHER TOWN SOKA project team（ﾚｻﾞｰ ﾀｳﾝ ｿｳｶ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ ﾁｰﾑ） 

（１）訪 問 先  草加市中根 1-14-1河合産業(株)内 

（２）訪問時間  午後 1時から午後 2時 20分まで 

（３）特徴など 

～草加皮革産業 100年の伝統を守りながら、皮革職人集団とクリエ

イティブチームが連携し、レザーの新たな可能性を追求するプロ

ジェクトチーム～ 

⚫ 草加を中心とする皮革に関する 11の事業者（原皮卸、タンナー(なめし)、メー

カー、ゼラチン製造）で構成されている。 

⚫ 「一生モノ」を創り出すブランドを展開し、家具や雑貨など様々な革製品を製

造、発信。マスコミからも取り上げられ、革の魅力・可能性を追求している。 

⚫ 「自然から預かった大切な素材を無駄なく活かす」との思いはそのまま、新し

い製法や販路開拓にも果敢に挑戦している。 

⚫ 篠原ともえさんデザインの皮革の着物が世界最古の広告賞「ニューヨーク ADC

賞」で 5月に銀賞銅賞の 2冠を受賞したが、そのきっかけとなるプロジェクト

を展開した。 

 

２ サンライズ工業株式会社  

（１）訪 問 先  越谷市川柳町 2-546 

（２）訪問時間  午後 2時 40分から午後 3時 55分まで 

（３）特徴など 

～業務用熱交換器の専門メーカーとして国内トップクラスの技術開発

力・生産能力・品質保証体制で、顧客との信頼関係を構築。OEM生

産で黒子に徹しながらも産業経済を支え続ける～ 

⚫ 食品ショーケースや空調機、医療機器・半導体製造検査装置など様々な場所で

使われる熱交換器・冷凍空調ユニットを製造している。 

⚫ 熱交換器は年間約 7万台生産、幅広い業種の 160社ほどと取引を行っている。 

⚫ 少量･短納期･多品種に特化し､試作品･特注品など一台から製作可能である。 

⚫ 企画･設計から量産・アフターフォローまでトータルサポートし、顧客ニーズに

応えている。 

⚫ 越谷市の補助金を活用して協働ロボットを導入し､また､タブレット端末導入に

よる工程進捗のデジタル化など､DXを積極的に推進している。 

⚫ 令和 2～3年には埼玉県産業振興公社の協力を得て、養鶏場内のアンモニア臭を

分離し、そのアンモニアをエネルギーとして回収する装置を製作した。嵐山に

ある養鶏場で使用している。  

別紙 
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３ 中島プレス工業有限会社  

（１）訪 問 先  越谷市増森 2544 

（２）訪問時間  午後 4時 10分から午後 5時 15分まで 

（３）特徴など 

～「ものづくりを通して美しい関係をつくること」をモットーに、創

業以来のプレス加工を発展させるとともに、加工技術を活かした折

り紙をモチーフとしたオリジナル商品を開発し新たな分野に挑戦～ 

⚫ 断熱材や防音材の断裁など柔らかい素材に特化した型抜き加工のほか、電子部

品パッキン材等の加工を行う。 

⚫ 独自のシステムで在庫や工程を管理し、DX化に取り組んでいる。 

⚫ 不織布への高精度な加工で特許を取得し、平成 27年に県渋沢栄一ビジネス大賞

テクノロジー部門特別賞を受賞した。 

⚫ 中小企業庁「はばたく中小企業・小規模事業者 300社 2021」に選出される。 

⚫ 自社オリジナル製品の 1つ「おくり鳩🄬」は、左右に引っ張ると折り紙のよう

に平らになり、手を離すと鳩の形に戻る。葬儀で故人にメッセージをしたため

る時などに使われ、年間約 3万枚を出荷。「祈り鳩🄬」は神社で願いごとを書

く奉納品に使用されている。 

⚫ 障害者の雇用やフレックスタイム制の導入など、従業員が働きやすい職場づく

りに積極的に取り組んでいる。 


